
 
 

令和７年 11月定例記者会見 

■日時：１０月 31日（金） 午後１時００分 

■場所：４階特別会議室 

 

〇会見項目 

 

《施策》 

１． 水門陸閘閉鎖訓練の実施について （危機管理課） 

２． 市勢功労者・市民栄誉賞・市民奨励賞の表彰について （総務課） 

 

《催事等》 

１． 第 39回宮古サーモン・ハーフマラソン大会 （生涯学習課） 

２． 高校生しごとメッセ in 宮古 （企業立地推進課） 

３． 第 46回宮古市田老「鮭・あわびまつり」 （田老総合事務所） 

４． 宮古市新市誕生 20周年記念事業 

おかあさんといっしょ宅配便「ファンターネ！小劇場」 （企画課） 

 

〇会見内容  

 別紙資料のとおり。 

 

〇記者との質疑 

 

≪施策１．水門陸閘閉鎖訓練の実施について≫ 

テレビ岩手 

水門陸閘の閉鎖は自動で行われるのか、手動操作が必要なのか。水門陸閘の動作は、Jアラ

ートによる自動閉鎖であっても、手動閉鎖であっても同じ動作になるのか。 

市長 

通常、水門陸閘は Jアラートを受信して自動で閉鎖する仕組みになっていますが、今回はそ

の受信部分に障害が発生したという想定で訓練を行います。そのため、宮古消防署から現地の

装置に対して手動で実行ボタンを押すという対応になります。水門陸閘の動作自体は、自動閉

鎖であっても手動閉鎖であっても同様です。 

 

≪その他１．スルメイカ漁の停止に伴う対応について≫ 

読売新聞 

水産庁が小型船によるスルメイカ漁の停止を決定したことについて、市長の現状認識はどう

か。市としての要望活動の実施状況はどうか。 



 
 

市長 

今年はスルメイカが豊漁で、北海道では漁が始まる前から操業できない状況となっており、

TACの運用に関する要望が出されています。宮古市ではトロール漁が中心で、現時点では若

干漁獲枠が残っている状況です。市としては、TACの枠そのものには関与できませんが、留保

分の配分について柔軟な運用を行うよう水産庁に要望しているところです。 

小型船によるスルメイカ漁については、全国的に漁獲が増えたことで TAC枠が早期に消化

されました。漁師のみなさんにとっては、漁ができる状況であっても、枠の制限により漁を停

止せざるを得ないこととなり、大きな打撃です。資源管理の必要性は理解しつつも、現場は厳

しい状況であることから、市としては、未消化の枠や管理枠の適切な配分について引き続き要

望を実施していきます。 

 

≪その他２．クマ対策に係る今後の対応方針について≫ 

読売新聞 

緊急銃猟に関する対応について、岩手日報の報道では宮古市はマニュアル策定を「検討中」

とされていたが、現時点での進捗状況はどうか。市長として、国にどのような対策を要望する

か。「ガバメントハンター」について、宮古市に該当する職員はいるのか。 

市長 

緊急銃猟マニュアルについては、策定に向けて準備を進めています。現在、関係機関との意

見交換を通じて内容の整理を行っております。 

クマの目撃件数は令和 7年 10月末時点で 167件となっており、目撃件数の多かった令

和５年度と比較すると少ない状況にはありますが、全国的に人身被害が増加しています。市と

しては、個体数の管理を県主体でしっかり行っていただきたいと考えており、国にはその点を

要望しています。 

宮古市には有資格の職員が数名おりますが、現時点ではガバメントハンターとしての実働は

しておりません。 

 

河北新報 

クマによる人身被害が報道される中、夜間の飲食店の利用が減っているという声もあるが、

市としてそのような経済的影響を把握しているか。市民への周知が十分に伝わっていないと

いう声もあるが、今後どのように情報発信を行っていくのか。 

市長 

飲食店への影響については、これまで市には直接的な声は届いておりませんでしたが、記者

からのご指摘を受け、今後の状況を注視してまいります。 

市民への周知については、防災行政無線や SNSを通じた注意喚起を継続してきました。ま

た、保育所や学校などでは市や教育委員会を通じた保護者への注意喚起も行っております。 

ただし、情報が個別発信となっていた面もあるため、今後は広報紙へのチラシ折り込みやホ

ームページでの発信により、市全体の対策を横断的に広く周知していく予定です。 

 



 資料  

 

 

令和７年１１月 

定例記者会見 
 

日 時 令和７年１０月３１日（金) 午後１時００分 

 

場 所 宮古市役所４階特別会議室 

 

《項 目》 

 

《施策》 

１． 水門陸閘自動閉鎖訓練の実施について （危機管理課） 

２． 市勢功労者・市民栄誉賞・市民奨励賞の表彰について （総務課） 

 

《催事等》 

１． 第 39回宮古サーモン・ハーフマラソン大会 （生涯学習課） 

２． 高校生しごとメッセ in 宮古 （企業立地推進課） 

３． 第 46回宮古市田老「鮭・あわびまつり」 （田老総合事務所） 

４． 宮古市新市誕生 20周年記念事業 

おかあさんといっしょ宅配便「ファンターネ！小劇場」 （企画課） 

 



 資料_施策１  
 

 

 水門陸閘閉鎖訓練について  

 

１ 日 時 

 令和７年１１月５日（水）午前６時～午前７時 

 ※１１月５日…「津波防災の日」、「世界津波の日」 

２ 場 所 

 岩手県水門・陸閘自動閉鎖システムにより自動閉鎖する市内の水門陸閘 38か所、 

宮古消防署 

３ 主 催 

宮古市 

４ 内 容 

◆訓練想定 

午前６時頃、紀伊半島沖から四国沖を震源とするマグニチュード９の大地震が発生。

気象庁は、宮古市を含む太平洋沿岸に津波警報を発表した。 

この時、Jアラートの障害により、水門陸閘自動閉鎖システムが作動しなかったことを

想定し、宮古消防署より遠隔操作で閉鎖するもの。 

◆訓練内容 

   ・ 一斉手動閉鎖の操作確認（宮古消防署） 

   ・ 個別手動開放の操作確認（宮古消防署） 

   ・ 消防団との連携、安全確認（各水門陸閘） （13個分団、団員 100名程度で対応） 

※各水ひ門は、閉鎖後安全を確認しつつ、順次開放作業を行う。 

各水門陸閘は 10分程度で通行可能とする。 

５ 特記事項 

津波避難訓練、避難所開設訓練は、令和８年３月１１日（水）の津波避難訓練での実施

を予定。 

６ 問い合わせ 

市危機管理監危機管理課防災係（℡0193-68-9111） 
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 市勢功労者・市民栄誉賞・市民奨励賞の表彰について 

 

１ 趣 旨 

 ■市勢功労者 

公共の福祉と市勢の進展に尽くし、その功績が顕著であって、他の模範

と認められる方々を市勢功労者として表彰する。 

 ■市民栄誉賞・奨励賞 

  広く市民に敬愛され、市民に明るい希望と活力を与えることに顕著な業

績があった方々を表彰する。 

 

２ 令和７年度市勢功労者・市民栄誉賞・市民奨励賞 

 ■市勢功労者 １２名、２団体  

（自治功労者 1 名、民生功労者２名、産業功労者４名１団体、治安功労

者３名、篤行者１団体、体育功労者１名、文化功労者１名） 

 ■市民栄誉賞 １名、市民奨励賞 １名 

    

３ 市勢功労者表彰式の概要 

 ■日時 令和７年１１月２０日（木）１４：００～ 

■会場 市民交流センター２階 多目的ホール 

■主催 宮古市 

■内容 被表彰者一人一人に、表彰状と記念品を授与する。 

■記念写真撮影 式典終了後、被表彰者全員で記念写真撮影を行う。 

   

４ 問い合わせ 

  市総務課行政係（☎６８－９０６１） 

 

 

資料_施策２  
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令和７年度宮古市市勢功労被表彰候補者の功績 

（令和７年 11 月 20 日表彰予定者） 
（敬称略） 

功労区分 氏名・生年月日 住  所 功         績 

自治功労者 

（常勤特別

職） 

山本
やまもと

 正德
まさのり

 

（70歳） 

宮古市田

老三王 

平成21年７月から令和７年７月までの４期1

6年にわたり宮古市長を務め、宮古市勢の発展

並びに住民福祉の向上に尽力した。 

 平成23年の東日本大震災、平成28年の台風10

号及び令和元年台風19号の度重なる災害にお

いて、災害への対応と復興関連事業の推進に尽

力した。 

 

民生功労者 

（民生委員

等） 

細越
ほそごし

  睦
むつ

惠
え

 

（75歳） 

宮古市磯

鶏 

平成10年12月１日から現在まで26年余りの

永きにわたり民生委員・児童委員として、高齢

者、障がい者世帯、子育て世帯等に助言・指導

などの援助を行い、地域住民の保護更生活動と

福祉の増進に尽力している。 

 

民生功労者 

（保健医療） 
後藤
ご と う

 英雄
ひ で お

 

(75歳) 

宮古市田

の神 

 平成４年４月から現在まで、放射線科医とし

て地域住民の医療の確保と医療サービスの向

上に貢献している。 

平成10年４月から３年間、宮古医師会の理事

として組織の円滑な運営と発展に寄与し、理事

退任後も宮古地域における保健医療体制の強

化に尽力している。 

 

産業功労者 

（各種産業

功労者） 

須藤
す ど う

 征
まさ

雄
お

 

（81歳） 

宮古市日

の出町 

平成10年に組織された宮古市廻来船誘致協

議会の初代会長に就任から平成26年までの16

年の永きにわたり廻来船の誘致に尽力し、宮古

市魚市場の水揚げ増大に貢献した。 

宮古水産加工業協同組合の監事として30年

余りの永きにわたり水産業振興に多大な貢献

をした。 

 

産業功労者 

（各種産業

功労者） 

袰
ほろ

野
の

 正一
しょういち

 

（80歳） 

宮古市南

町 

平成16年に閉伊川漁業協同組合副組合長理

事に就任し、平成19年からは代表理事組合長と

して、令和５年までの永きにわたり閉伊川流域

の資源増殖をはじめ、漁場環境の保全に尽力し

た。 

令和５年から宮古トラウトサーモンの種苗

生産にも取り組み、内水面のみならず、海面養

殖の振興にも多大な貢献をした。 
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（敬称略） 

功労区分 氏名・生年月日 住  所 功         績 

産業功労者 

（各種産業

功労者） 

宮古市川井 

しそ生産組合 

組合長 

杉下
すぎした

一雄
か ず お

 

平成４年５月設立 

宮古市鈴

久名 

平成４年５月に川井しそ生産組合を設立し、

紫蘇生産農家の安定的生産の確保と主産地化

の推進に尽力した。 

「川井赤しそ」の生産に取り組み、令和７年１

月に農林水産大臣より、宮古市で第１号となる

地理的表示（ＧＩ）に登録され、特産品として

のブランド化に貢献した。 

 

産業功労者 

（各種産業

功労者） 

田鎻
たくさり

 巖
いわお

 

（79歳） 

宮古市小

山田 

昭和50年に「田鎖製作所」として創業し、昭

和59年に名称を「株式会社エフビー」とし本市

で20年間操業。平成７年に山田町へ工場移転後

も本市の市民を全従業員の半数以上雇用して

いる。創業以来、関連企業の育成に努め雇用の

安定と地域経済の発展に貢献した。 

 宮古金型研究会発起人代表と会長を８年間

にわたり務め、宮古・下閉伊地域の金型コネク

ター産業の発展に貢献した。 

 

産業功労者 

（各種産業

功労者） 

澤田
さ わ だ

 令
つかさ

 

（78歳） 

宮古市川

井 

平成４年６月に「株式会社ウッティかわい」

を設立、同年11月に楽器関連部材の製作を主力

として操業が開始され、平成10年４月には現在

の主力事業である住宅向け構造用集成材工場

を操業させ、現在まで33年間、地元に根ざした

木材・木製品製造業を行っている。 

32年間の永きにわたり代表取締役を務め、関

連企業の育成に努め、雇用の安定と地域経済の

発展に貢献した。 

 

治安功労者 

（消防功労

者） 

舘下
たてした

 廣
ひろし

 

（75歳） 

宮古市津

軽石 

 昭和51年３月に宮古市消防団に入団以来、49

年余りの永きにわたり消防業務に精励し、率先

垂範して訓練に励むとともに、地域住民の防火

意識の高揚、火災予防に大きく貢献した。 

東日本大震災では、管轄地区が被災する中、

疲弊する部下団員を励ましながら的確な指揮

により災害活動を支えた献身的な姿勢は、他の

模範であるとともに多大な功績がある。 
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（敬称略） 

功労区分 氏名・生年月日 住  所 功         績 

治安功労者 

（消防功労

者） 

大坪
おおつぼ

 竹光
たけみつ

 

（75歳） 

宮古市川

井 

昭和47年４月に川井村消防団に入団以来、53年

余りの永きにわたり消防業務に精励し、率先垂

範して訓練に励むとともに、地域住民の防火意

識の高揚、火災予防に大きく貢献した。 

 喇叭長として、部下団員への献身的な指揮指

導を行った功績は特筆すべきものであり、団員

の技術向上と団結力強化に大きく貢献した。 

 消防団活動における献身的な姿勢は、他の模

範であるとともに多大な功績がある。 

 

治安功労者 

（消防功労

者） 

上坂
うえさか

 松夫
ま つ お

 

（75歳） 

宮古市田

代 

平成元年６月に宮古市消防団に入団以来、33

年余りの永きにわたり消防業務に精励し、率先

垂範して訓練に励むとともに、地域住民の防火

意識の高揚、火災予防に大きく貢献した。 

 火災、風水害等の災害現場においては、的確

な指揮により災害活動を支えた。 

 消防団活動における献身的な姿勢は、他の模

範であるとともに多大な功績がある。 

 

篤行者 株式会社 

合同
ごうどう

資源
し げ ん

 

代表取締役社長 

山ノ井
や ま の い

 敏夫
と し お

 

昭和９年７月設立 

千葉県長

生郡長生

村七井土 

令和５年度より地域脱炭素の推進、生成可能

エネルギーの推進及び防災資機材整備事業に

資するため多額の寄附を行った。 

平成18年６月より19年余りの永きにわたり

同社の敷地を本市消防団大演習会場、各種式典

などの駐車場として無償で提供している。 

 

体育功労者 渡邊
わたなべ

 智
とも

昭
あき

 

（85歳） 

宮古市南

町 

昭和36年から永年にわたり宮古剣道協会の

役員を歴任し、剣道競技の普及と技術向上に努

めるとともに協会の組織強化に尽力するなど、

協会発展のために貢献した。 

青少年の健全育成と剣道技術向上を目標に

県大会規模の大会を協会主催で開催するなど

宮古剣道の普及発展に尽力した。 
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（敬称略） 

功労区分 氏名・生年月日 住  所 功         績 

文化功労者 尾形
お が た

 洋一
よういち

 

（72歳） 

宮古市山

口 

昭和59年７月から現在まで41年余りの永き

にわたり宮古市文化財保護審議会において、文

化財保護の推進に貢献した。 

 永年にわたりチョウセンアカシジミの調査

と保護活動に尽力し、昭和61年のチョウセンア

カシジミの市天然記念物指定に貢献した。 

観察会やトネリコの植樹など保護活動にお

いて、地元住民や小学生との協働を牽引し、希

少な昆虫の保護活動と緑化活動にも尽力した。 

 

 

※年齢は、令和７年 11 月 20 日時点です。 

 

 

 

令和７年度宮古市市民栄誉賞・市民奨励賞表彰者の業績 

（令和７年 11 月 20 日表彰予定者） 

（敬称略） 

表彰区分 氏名 業     績 

市民栄誉賞 山屋
や ま や

 翔
つ

翼
ばさ

 
2025 U17レスリングアジア選手権  

男子フリースタイル48㎏級準優勝 

市民奨励賞 舘下
たてした

 苺
いち

采
ね

 
2025 U17レスリング世界選手権 

女子73㎏級ベスト８進出 

 



 資料_催事１  
 

 第３9回宮古サーモン・ハーフマラソン大会について  

 

１ 日 時 

 11月 9日(日) 午前８時～正午 

２ 会 場 

 開 会 式 ： 宮古消防署前広場 

 コ ー ス ： 市内マラソンコース 

スタート ： ハーフマラソンの部 東北ヒロセ陸上競技場 

          10キロ、５キロ、ペアマラソンの部 宮古地区合同庁舎前 

３ 主 催 

 宮古サーモン・ハーフマラソン大会実行委員会 

（宮古市・宮古市教育委員会・㈱エフエム岩手・（一財）宮古市体育協会 他） 

４ 申込者数  

種目 区分 申込者数（名） 前年比（名） 

ハーフの部 一般男女 841 ＋254 

10ｋｍの部 高校生以上の男女 816 ＋83 

５ｋｍの部 中学生以上の男女 270 ＋40 

ペアマラソンの部 小学生１名を含むこと 534 +140 

合計  2,461 ＋507 

５ ゲストランナー 

 ・青山学院大学陸上競技部     １2回目（H26～）   選手１０名 

 ・中央大学陸上競技部         2回目（R６～）    選手８名 

 ・駒澤大学陸上競技部            初         選手３名 

 ・東北福祉大学女子陸上競技部      初         選手１３名 

 ・ランニングトレーナ― 鳥光
とりみつ

健
たけ

仁
のり

さん[Run Buddy Make 代表] ９回目（H29～） 

                子どもから大人までを対象としたランニング教室を開設するほか、 

                様々なスポーツのパフォーマンス向上につなげる体づくりを広める 

活動をされています。 

６ 問い合わせ 

宮古サーモン・ハーフマラソン大会実行委員会事務局（宮古市体育協会内） 

（☎62-6000） 

教育委員会事務局生涯学習課（☎68-9120） 



















 資料_催事４  
 

宮古市新市誕生20周年記念事業 

おかあさんといっしょ宅配便「ファンターネ！小劇場」 

 

１ 目 的   

子どもたちや子育て世帯を中心に、多くの市民に親しまれている番組「おかあさんとい

っしょ」のキャラクターによるステージを通じて、市民の交流と地域のにぎわいを創出する

とともに、宮古市の魅力を発信する。 

 

２ 主 催 

NHK盛岡放送局、宮古市 

 

３ 開催日時  

令和8年 1月 17日（土） 

１回目 開場/午前 11時 00分 開演/午前 11時 30分 終演予定/午後０時 15分 

２回目 開場/午後１時 30 分 開演/午後２時 00 分 終演予定/午後２時 45 分 

 

４ 会 場 

宮古市民文化会館 大ホール 

 

５ 実施内容 

ファンターネ！の仲間たち（みもも、やころ、ルチータ）とうたのおねえさんによるステー

ジショー 

 

６ 観覧申込 

入場無料・要事前申し込み 

※NHK盛岡放送局のHPから申込み、申込み多数の場合は抽選 

    

７ 募集期間 

令和7年 10月 27日(月)～12月 8日(月)23時 59分まで 

 

８ 問い合わせ 

企画部企画課次世代交流支援室(0193-77-5021) 

 

 

 

©NHK 


